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ボリュームSnapshotをバックアップします

ボリュームSnapshotをバックアップします

統合型バックアップ機能を使用して、ボリューム Snapshot をバックアップできま
す。Snapshot は、 SolidFire クラスタから外部のオブジェクトストア、または別の
SolidFire クラスタにバックアップできます。Snapshot を外部のオブジェクトストアに
バックアップする場合は、オブジェクトストアに接続していて、読み取り / 書き込み処
理が許可されている必要があります。

• "Amazon S3 オブジェクトストアにボリューム Snapshot をバックアップします"

• "OpenStack Swift オブジェクトストアにボリューム Snapshot をバックアップします"

• "ボリューム Snapshot を SolidFire クラスタにバックアップします"

Amazon S3 オブジェクトストアにボリューム Snapshot をバ
ックアップします

Amazon S3 と互換性のある外部のオブジェクトストアに SolidFire Snapshot をバックア
ップできます。

1. [ データ保護 >*Snapshots*] をクリックします。

2. バックアップするスナップショットの * アクション * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

4. [ * バックアップ先 * ] の下の [ 統合バックアップ * ] ダイアログボックスで、 [* S3 * ] を選択します。

5. [ データフォーマット *] でオプションを選択します。

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. [Hostname] フィールドに、オブジェクトストアへのアクセスに使用するホスト名を入力します。

7. [* アクセスキー ID*] フィールドに、アカウントのアクセスキー ID を入力します。

8. アカウントのシークレットアクセスキーを * Secret Access Key * フィールドに入力します。

9. バックアップを格納する S3 バケットを「 * S3 Bucket * 」フィールドに入力します。

10. * オプション * ：「 * Nametag * 」フィールドにプレフィックスに追加するネームタグを入力します。

11. [ 読み取り開始 ] をクリックします。

OpenStack Swift オブジェクトストアにボリューム Snapshot
をバックアップします

OpenStack Swift と互換性のあるセカンダリオブジェクトストアに SolidFire Snapshot

をバックアップできます。
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1. [ * データ保護 > スナップショット * ] をクリックします。

2. バックアップするスナップショットの * アクション * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

4. 統合バックアップ * （ Integrated Backup * ）ダイアログボックスの * バックアップ先 * （ * Backup to *

）で、 * Swift * （ * Swift * ）を選択します。

5. [ データフォーマット *] でオプションを選択します。

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. オブジェクトストアへのアクセスに使用する * URL * を入力します。

7. アカウントの * ユーザー名 * を入力します。

8. アカウントの * 認証キー * を入力します。

9. バックアップを保存する * Container * を入力します。

10. * オプション * ： * Nametag * を入力します。

11. [ 読み取り開始 ] をクリックします。

ボリューム Snapshot を SolidFire クラスタにバックアップし
ます

SolidFire クラスタ上にあるボリューム Snapshot をリモートの SolidFire クラスタにバッ
クアップできます。

ソースクラスタとターゲットクラスタがペアリングされていることを確認します。

クラスタ間でバックアップまたはリストアを実行する際には、システムによってクラスタ間の認証に使用する
キーが生成されます。ソースクラスタはこのボリュームの一括書き込みキーを使用してデスティネーションク
ラスタに対して認証し、デスティネーションボリュームへの書き込みがセキュリティで保護されます。バック
アップまたはリストアのプロセスでは、処理を開始する前に、デスティネーションボリュームからボリューム
の一括書き込みキーを生成する必要があります。

1. デスティネーションクラスタで、 * Management * > * Volumes * をクリックします。

2. デスティネーションボリュームの * Actions * アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * リストア元 * をクリックします。

4. [ * 統合リストア * ] ダイアログボックスの [ * リストア元 * ] で、 [ * SolidFire * ] を選択します。

5. * データフォーマット * ：

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. [* キーの生成 * ] をクリックします。

7. キーを * Bulk Volume Write Key * ボックスからクリップボードにコピーします。

8. ソースクラスタで、 * データ保護 * > * Snapshot * をクリックします。
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9. バックアップに使用するスナップショットのアクションアイコンをクリックします。

10. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

11. [* バックアップ先 ] の [ 統合バックアップ  SolidFire ] ダイアログボックスで、 [*Backup] を選択しま
す。

12. [ * データ形式 * （ * Data Format * ） ] フィールドで前に選択したのと同じデータ形式を選択します。

13. デスティネーションボリュームのクラスタの管理仮想 IP アドレスを * リモートクラスタ MVIP * フィール
ドに入力します。

14. リモートクラスタのユーザ名を「 * リモートクラスタのユーザ名 * 」フィールドに入力します。

15. リモートクラスタのパスワードを「 * リモートクラスタのパスワード * 」フィールドに入力します。

16. 「 * Bulk Volume Write Key * 」フィールドに、前の手順でデスティネーションクラスタ上に生成したキー
を貼り付けます。

17. [ 読み取り開始 ] をクリックします。
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